








目的 

hMG-hCG 療法が適応となる無排卵性不妊に対して,hMG-hCG 療法は,排卵率,妊娠率ともに,

良好な成績を示している。しかし,これに伴う副作用として,卵巣過剰刺激症候群や,多発排

卵による多胎妊娠の頻度が高いことは,臨床上の大きな問題であった。このため,副作用軽

減対策として,従来は,頚管粘液の性状,あるいは,血中・尿中エストロジェン値を参考にし

て,hMG-hCG の投与量や投与法を調節する試みがなされてきたが,それだけでは,満足すべ

き結果は得られていない。近年,超音波断層法による診断技術の進歩は,目覚しく,それによ

る,卵胞発育の観察と排卵の確認が可能となった。(2)そこで,今回は,hMG-hCG 療法の結果

妊娠した症例につき,その卵胞発育の状態と卵巣過剰刺激症候群及び多胎妊娠発生の関係

につき,検討し,超音波による卵胞発育の観察により,多胎妊娠予防が可能かどうか,考擦を

加えた。 


